
                    
 

     

厚
生
労
働
省
で
は
昨
年
６
月
20
日
に

成
立
し
た
「
障
害
者
総
合
支
援
法
」
の
「
障

害
支
援
区
分
」
を
26
年
４
月
か
ら
実
施 

  

    

す
る
た
め
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ 

の
た
め
、
障
害
支
援
区
分
の
新
判
定
式

（
案
）
や
認
定
調
査
項
目
（
案
）
を
作
成 

  

し
て
、
広
く
国
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
募

集
し
て
い
ま
す
。 

 

意
見
の
募
集
期
間
が
７
月
１
日
か
ら

31
日
ま
で
と
短
い
の
で
す
が
、
全
施
連

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
通
信01502

号(

７

月
３
日
付)

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
の

と
お
り
、
意
見
を
出
さ
れ
る
方
の
制
限
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ド
シ
ド
シ
提
出
し
て

頂
く
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。 

 

全
施
連
と
し
て
も
意
見
を
提
出
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
由
岐
理

事
長
の
意
見
案
を
７
月
４
日
付
全
施
連

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
通
信01503

号
で

配
信
し
て
い
ま
す
。
支
部
や
個
人
で
意
見

を
出
さ
れ
る
折
の
参
考
に
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。 

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
厚
労
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
国
民
参
加
の
場
」
を
ク
リ
ッ

ク
→
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
公
募
）

を
ク
リ
ッ
ク
→
そ
の
他
の
御
意
見
募
集

等
・
意
見
募
集
を
ク
リ
ッ
ク
→
障
害
支
援

区
分
へ
の
見
直
し
（
案
）
に
つ
い
て
の
ご

意
見
募
集
を
ク
リ
ッ
ク
す
れ
ば
、
当
該
事

項
の
詳
細
や
資
料
を
引
き
出
す
こ
と
が

で
き
ま
す
し
、
意
見
の
出
し
方
の
様
式
等

も
判
り
ま
す
。 

 

資
料
は
Å
４
で
合
計
１
０
０
ペ
ー
ジ

（
Å
３
資
料
も
４
ペ
ー
ジ
）
ほ
ど
あ
り
大

変
で
し
ょ
う
が
、
こ
こ
は
頑
張
っ
て
意
見

を
ド
ン
ド
ン
出
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

2013年６月 26日 

厚生労働省社会・援護局 

障害保健福祉部障害福祉課 

課長 辺見 聡 様 
 

要 望 書 
 

一般社団法人全国知的障害者 

               施設家族会連合会 

                  代表理事  由岐 透 
 

配置医師の初診・再診料請求について 
 
 厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課の業務連絡(平

成 25年 3月 29日)には、指定障害者支援施設に配置される医師(以下

配置医師という)については、障害福祉サービス報酬により人件費を

評価していることから、初診料、再診料等の算定ができない。とあり

ますが、指定障害者支援施設には医師の配置が義務付けられておりま

す。会計検査院平成 3 年度決算検査報告＜検査の結果＞にあるよう

に、「施設に配置されている医師が入所者に行っている健康管理、生

活指導は社会福祉各法に基づく施設本来の基本的な業務の一つであ

り、」「医師の人件費については、入所措置費の一部として国家負担の

対象とされえている。したがって、これらについて同医師の所属する

医療機関が、初診料、再診料等を診療報酬として別途請求することは

適切とは認められない。」とありますが、障害者支援施設（以下「入

所施設」）の配置医師に支払われる報酬は診療報酬の対価ではなく、

入所施設利用者の健康と生命を守るための健康管理、生活指導の対価

であり、実態としては診療報酬とは性格の異なる別個のものでありま

す。 

 配置医師が具体的に医療行為を行った場合の初診、再診料の請求は

当然、配置医師報酬とは別個のものとして請求することは当然であり

ます。 

 同じ精神科領域であってもテンカンと自閉的行動などは異なる精

神科医に診療を受けていることや、配置医師の専門として標榜してい

る診療科目以外の医療については他の医師、医療機関において医療を

受けることはしばしばあります。このことについても、初診、再診料

の請求ができないことから、施設利用者が結果的に自由に医療を受け

ることができなく成ります。 

 医療費削減を目的とするこのような不当な行為は施設利用者の生

命が保障されなくなり人権侵害の恐れがあり、到底納得できるもので

はありません。 

私たちは強く反対し、早急に適切な改善を求めます。 

理事長 由 岐  透 

〒650-0016 

配置医師の初診・再診料について要望書を提出  
 ６月の全施連社員総会で提出決議をした「配置医師問題」で、下

記の要望書を厚労省障害福祉課と保健局医療課へ提出しました。 

障
害
支
援
区
分
に
関
す
る
意
見
を
募
集 

来
年
４
月
実
施
を
前
に
厚
労
省 

み
ん
な
の
声
を
ド
シ
ド
シ
出
そ
う 

  

⑴ 第５号                                     平成 25年７月 20日 



     

ュ
ー
ス
第
４
号
に
ス
ペ
ー
ス
の
都
合

で
掲
載
で
き
な
か
っ
た
、
先
の
全
施
連
社

員
総
会
一
日
目
の
議
案
審
議
に
引
き
続

き
行
わ
れ
た｢

デ
ン
マ
ー
ク
視
察
旅
行
報

告｣

を
掲
載
し
ま
す
。 

 
 

☆ 
 

☆ 
 

☆ 
 

☆ 
 
 

 

由
岐
理
事
長
夫
妻
、
南
副
理
事
長
夫
妻

と
木
村
三
規
子
ひ
ょ
う
ご
か
ぞ
く
ね
っ

と
副
会
長
の
５
名
が
６
月
１
日
か
ら
９

日
ま
で
、
デ
ン
マ
ー
ク
に
行
っ
て
こ
ら
れ

た
、
そ
の
報
告
で
す
。 

 
 

☆ 
 

☆ 
 

☆ 
 

☆ 
 
 

 

以
前
か
ら
交
流
の
あ
る
デ
ン
マ
ー
ク

在
住
の
方
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
で
頂

き
、
主
に
ボ
ー
フ
ェ
レ
ケ
ブ
（
共
同
生
活 

住
居
）
と
ボ
ー
フ
ォ
ー
ム
（
住
居
形
態
居

住
施
設
）
を
視
察
し
ま
し
た
。 

 

共
同
生
活
住
居
は
戸
建
て
の
住
居
で

何
棟
か
点
在
し
て
お
り
、
客
室
も
あ
り
、

支
援
員
は
常
駐
せ
ず
訪
問
支
援
で
、
住
居

形
態
居
住
施
設
は
一
つ
の
建
物
に
数
名

で
住
ん
で
お
り
、
支
援
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐

し
て
い
ま
す
。 

 

デ
ン
マ
ー
ク
の
障
害
者
支
援
に
関
す

る
考
え
方
は
、
利
用
者
の
意
思
を
最
大
限

に
尊
重
し
、
本
人
の
意
思
に
反
す
る
こ
と

を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
徹
底
し
て 

     

い
ま
す
。 

１
．
利
用
者
の
意
思
を
誰
も
妨
げ
る
こ
と

は
出
来
な
い
。
例
え
ば
本
人
の
選
択
が
本

人
に
と
っ
て
不
幸
な
方
向
で
あ
っ
た
な

ら
、
不
幸
に
な
ら
な
い
よ
う
に
支
援
を
す

る
が
、
最
後
は
本
人
の
意
思
が
尊
重
さ
れ

ま
す
。
基
本
は
自
己
決
定
を
尊
重
す
る
と

い
う
考
え
で
す
。 

 

極
端
な
例
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
雨
の

中
を
濡
れ
な
が
ら
歩
く
の
も
本
人
の
意

思
な
ら
そ
れ
を
妨
げ
な
い
。
ま
た
、
本
人

が
食
べ
た
い
の
な
ら
食
べ
さ
せ
る
。
そ
の

結
果
が
太
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
は
本
人

の
選
択
と
考
え
る
、
と
い
う
こ
と
で
、
日

本
と
の
文
化
の
違
い
が
感
じ
ら
れ
る
所

も
あ
り
ま
し
た
。 

２
．
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
障
害
の
あ
る
人
の

あ
ら
ゆ
る
団
体
が
一
つ
に
ま
と
ま
っ
て

政
治
力
が
あ
り
、
国
や
行
政
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。 

３
．
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
全
国
が
５
つ
の
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
ら
れ
て
、
そ
の
下
に
98

の
コ
ム
ネ
（
地
方
自
治
体
）
が
あ
り
ま
す
。 

あ
る
コ
ム
ネ
で
は
人
口
の
２
％
の
障

害
者
に
対
し
て
全
予
算
の
20
％
を
使
っ

て
支
援
し
て
い
ま
す
。
国
家
予
算
の
使
い

方
が
根
本
的
に
日
本
と
異
な
り
、
人
が
生

き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
と
こ
ろ
に
予

算
を
使
っ
て
い
ま
す
。 

４
．
障
害
者
も
コ
ネ
ム
か
ら
お
金
を
借
り

て
家
を
建
て
、
月
に
約
38
万
５
千
８
百

円
支
給
さ
れ
る
年
金
の
中
か
ら
13
万
円

を
家
賃
と
し
て
返
金
し
て
い
く
形
で
、
食

費
や
電
気
光
熱
水
費
を
支
払
っ
て
も
手

元
に
８
万
８
千
円
ほ
ど
残
り
ま
す
。
入
所

施
設
の
発
展
形
で
あ
り
、
日
本
と
の
違
い

に
た
め
息
が
出
る
思
い
で
し
た
。 

５
．
木
村
氏
か
ら 

      

平
成
19
年
５
月
、
熊
本
県
支
部
の
呼

び
か
け
で
第
１
回
全
施
連
九
州
地
方
協

議
会
が
熊
本
市
で
開
催
さ
れ
て
以
来
、
ブ

ロ
ッ
ク
協
議
会
は
今
年
第
７
回
を
５
月

21
・
22
日
に
宮
崎
県
主
催
で
行
い
ま
し

た
。 

 

こ
れ
ま
で
の
会
議
は
、
各
県
の
活
動
報

告
と
意
見
交
換
・
情
報
交
換
な
ど
で
し
た

が
、
昨
年
度
鹿
児
島
県
開
催
の
内
容
が
大

会
方
式
の
研
修
会
で
あ
っ
た
た
め
、
協
議

会
の
在
り
方
を
改
め
て
検
討
す
る
必
要

が
生
じ
ま
し
た
。 

 

25
年
度
協
議
会
は
、
各
県
の
活
動
報

告
の
他
は
二
日
間
の
会
議
時
間
を
費
や

し
て
今
後
の
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
の

在
り
方
に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合
っ
た 

 

約
45
㎡
も
あ
る
立
派
な
家
で
、
客
用

ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
も
あ
り
、
身
体
的
障
害
が

あ
っ
て
も
家
の
中
の
移
動
も
リ
モ
コ
ン

で
楽
に
で
き
る
の
で
重
度
で
も
一
人
で

支
援
を
受
け
て
生
活
で
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
知
的
障
害
者
の
テ
レ
ビ
局
が
あ

り
、
支
援
を
受
け
な
が
ら
誇
り
を
持
っ
て

実
際
に
放
送
電
波
を
出
し
て
い
ま
す
。
今

回
デ
ン
マ
ー
ク
を
訪
問
し
た
自
分
た
ち

も
取
材
さ
れ
ま
し
た
。 

    

結
果
、
左
記
の
と
お
り
合
意
し
ま
し
た
。 

１
．
会
の
名
称 

 
 

全
施
連
（
全
国
知
的
障
害
者
施
設
家

族
会
連
合
会
）
九
州
協
議
会
と
す
る
。 

２
．
目 

 

的 

 
 

知
的
障
害
者
の
安
心
・
安
全
で
快
適

な
暮
ら
し
を
目
指
し
活
動
す
る
（
全
施

連
社
員
総
会
の
決
定
事
項
の
推
進
） 

３
．
参
加
人
数 

 
 

参
加
人
数
は
各
県
２
～
５
名
と
す

る
が
細
部
に
つ
い
て
は
開
催
県
の
計

画
に
よ
る
（
当
面
会
費
制
に
せ
ず
、
開

催
費
用
と
の
関
係
） 

４
．
担 

 

当 

 
 

開
催
担
当
は
各
県
回
り
持
ち
と
す

る
が
、
状
況
に
応
じ
て
交
替
す
る
こ
と

が
で
き
る
。 

５
．
開
催
回
数 

 
 

年
１
回
を
基
準
と
す
る
が
、
状
況
に

応
じ
て
臨
時
会
議
を
開
く
こ
と
が
で

き
る
。 

６
．
開
催
時
期 

 
 

七
月
上
旬
と
す
る
（
社
員
総
会
前
） 

   

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
は
昨
年
５
月
と
１

月
の
２
回
開
催
し
ま
し
た
。
１
月
の
ブ
ロ

ッ
ク
会
で
は
南
副
理
事
長
も
交
え
て
、
全

施
連
の
「
家
族
が
求
め
る
暮
ら
し
の
あ
り

方
」
～
親
の
思
い
を
社
会
に
届
け
た
い
～

の
提
言
に
関
す
る
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。 

 

平
成
25
年
度
に
は
さ
ら
な
る
取
り
組

み
を
行
う
た
め
に
も
、
提
言
の
内
容
の
理

解
を
深
め
、
あ
わ
せ
て
各
県
間
の
情
報
を

交
換
し
あ
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
会
の
会
則
、
会
費
等

の
運
営
に
つ
い
て
も
定
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

   
 昨

年
12
月
に
開
催
し
て
、
由
岐
理
事
長
、

南
副
理
事
長
も
交
え
て
、
全
施
連
の
提
言

「
家
族
が
求
め
る
暮
ら
し
の
あ
り
方
」
に

つ
い
て
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
あ

わ
せ
て
、
高
齢
化
問
題
な
ど
各
意
見
が
抱

え
て
い
る
問
題
と
対
応
策
に
つ
い
て
議

論
を
行
い
ま
し
た
。 

２
％
の
障
害
者
に
国
家
予
算
の

20
％ 

障
害
者
年
金
は
日
本
の
４
・
５
倍 

持
ち
家
の
割
賦
・
食
費
・
光
熱
水
費
を
支
払
い
な
お
余
裕 

地
方
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
便
り 

九
州
ブ
ロ
ッ
ク 

関
東
ブ
ロ
ッ
ク 

中
国
・
四
国
・ 

近
畿
・
東
海
ブ
ロ
ッ
ク 

平成 25年 7月 20日                                     第５号 ⑵ 


